
○技術資料様式（エクセル形式ファイル）の主な変更点（R2.01.01）

番号
変更した技術資料様式

（評価対象項目）
変更内容 理  由

1 別紙１のとおり
コリンズ登録番号又は竣工登録の写しが添付できない理由

の記載を義務化し、空欄の場合は評価しないことを記載

コリンズ登録番号の入力が必要なシート（企業施工

実績、技術者施工経験、橋梁維持修繕工事実績、近

隣施工実績）で、コリンズ登録番号記入欄が空欄の

場合の評価方法が明確でなかったため

2 別紙１のとおり
入札公告日前日までの施工実績を提出可能としているシー

トの工期記入欄を令和元号に対応できるようプルダウン化
―



一般土木工事、維持修繕工事

土木一式工事、とび・土工・ｺﾝｸﾘｰﾄ工事、しゅんせつ工事

円 円

（始） 平成 年 月 日 平成 年 月 日

（終） 令和 年 月 日 令和 年 月 日

% %

点 点

（注１）

（注２）

(1)
①
②

③
④
⑤ 竣工検査済証の写し。
⑥

⑦

⑧

⑨ 施工実績として提出する工事の「工事種別」及び「建設工事の種類」が確認できる資料

コリンズ登録義務
島根県公共工事共通仕様書改訂（平成１５年２月２４日付け技発第３６９号）により、平成１５年４月１
日以降に契約する工事については、工事請負代金額500万円以上2,500万円未満の工事は【受注、
訂正時】のみ登録するものとしている。
　また、島根県公共工事共通仕様書改訂（平成２４年３月１６日付け技第６１０号）により、平成２４年４
月１日以降に入札公告する工事については、工事請負代金額が500万円以上は全ての工事におい
て、【受注、変更、完成、訂正時】にそれぞれコリンズ登録するものとしている。

必ず、コリンズ登録番号を記載し、コリンズの「工事カルテ」もしくは「登録内容確認書」の写しを添付
すること。
番号を記載できない場合は理由を明記すること。（例：竣工時の登録義務なし、竣工登録の手続き
中）空欄とした場合は、評価の対象外とする。

発注者の証明書の写し。（上記資料①～⑦で確認できない記載内容（コリンズ登録番号を除く。）を
全て証明してあるもの。）

契約上の工期

工事成績評定点

特別（特定）ＪＶの場合、出資比率

施工実績（上表記載内容）全てが確認できるよう下表を参考に資料①～⑨を組み合せて提出すること。
コリンズの「工事カルテ」もしくは「登録内容確認書」の写し。（いずれも竣工登録に限る。）
最終の見積参考資料（設計の変更回数が確認できる総括情報表と工事内訳表）。ただし、必ず当
初、変更を含む契約書全ての写し（資料③）＋項目別評定点表（資料④）もしくは竣工検査済証の
写し（資料⑤）を追加添付すること。
当初、変更を含む契約書全ての写し。
項目別評定点表。（島根県発注工事に限る。）

工事成績評定通知書の写し。ただし、工事成績評定対象外工事の場合は、「成績評定対象外」であ
る旨を「工事成績評定点」欄に記載すること。（島根県以外の発注工事は、成績評定対象外であるこ
とを確認するための発注者の証明書の写し（資料⑧）も追加添付すること。）
資料①または資料②のみでは同種工事の施工実績（工事概要）が確認できない場合は、確認でき
る資料（工事名と設計の変更回数が確認できる最終図面等）。ただし、必ず当初、変更を含む契約
書全ての写し（資料③）＋項目別評定点表（資料④）もしくは竣工検査済証の写し（資料⑤）を追加
添付すること。
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(以下、工事数量等を求めた場合)

施工規模

形式

コリンズ登録番号

請負金額（最終・税込）

発注機関名

施工場所

施工実績①

対象期間・対象機関等：

　（例）杭基礎を有する直高５ｍ以上の橋梁下部工を含む完成及び引き渡しが完
了した工事

会社（企業体）名：

受注形態

#N/A

企業の同種工事の施工実績

平成21年度から入札公告日前日までに完成及び引き渡しが完了した島根県発注
工事

同 種 工 事 の 定 義 ：

工事種別：

建設工事の種類：

工事種別

建設工事の種類

工事内容 施工実績②

工　　事　　名

＊＊＊重要なお知らせ＊＊＊

・コリンズの竣工時の登録義務がない場合、竣工登録の手続き中の場合はその旨を直接記入してください。
・未記入のまま、発注者の証明書の写し等が添付されていても、評価の対象外となりますのでご注意ください。

同種工事施工実績、同種工事施工経験、橋梁維持修繕工事実績、近隣施工実績シートの

【コリンズ登録番号】記入欄について

別紙１

プルダウン選択可


